
キャラクター名 プレイヤー名

ポジション 享年

メインクラス 暗示

サブクラス 寵愛点

初期配置
記憶のカケラ 内容

最大行動値

能力値 クラス 修正 合計

武装

変異

改造

未練
対象 種類 狂気点 発狂時ペナルティ

①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤

マニューバ
タイプ 損傷 名前 使用 タイミング コスト 射程 効果

この

コート

ロマネスク

サイケデリック

8

絶望

93

煉獄

12
蜃瑚ｾｱ

縺?◎

秘匿1→　　　　　　　　アクセサリー

秘匿2→　　　　　　　　家族

秘匿3→　　　　　　　　街

秘匿4→　　　　　　　　公園

秘匿5→　　　　　　　　売った

詳細→　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ボロボロの布でめいいっぱい飾られた、小さな、小さな俺たちの家で。ニコニコしながら「きう」が、手渡してきた。…これは、リボン？「きっとおねえちゃんに似合うと思って」そう言いながらゆっくりと結ばれたリボンに、幸せな気持ちになったのを覚えている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　NC -> この：貴女がリボンに触れた瞬間「助けて、おねえちゃん」という声が、音が、脳を揺らすナニカが聞こえた気がした。 NC -> この：間違いなく、それは聞き覚えのある声だ。

詳細→　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　お父さんもお母さんもいなくて、ずっと、俺と妹の「きう」と2人で生活していた。しっかりしていて、気が強くて…優しい妹だった。もちろん、自慢の、大好きな妹だ。

詳細→　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　俺ときうは街に住んでいた。大きな街で、研究が盛んな街らしいが、俺たちには関係なかった。生きているのに精いっぱいだったから。2人でいれば乗り越えられないことなんてなかったから。

詳細→　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　きうと街を歩いていると、迷子の少女を見つけた。どうやら「ロゼ」という名前で、仲間とはぐれたらしい。一緒にあたりを探すと、小さい女の子が2人と、お姉さんらしき人がいた。ついでに、一緒に遊んだっけ。

詳細→　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「君の妹を我が実験に使いたい。売ってくれれば君に多大なお金を渡そう。君の生活は、とても楽になるよ。」研究所の男の人の、甘いあまいことば。俺は頷いた。頷いてしまった。…たった一人の家族だったはずなのに。ごめんね、きう。
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パーツとして所持。破壊で狂気点+1
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肉弾攻撃１
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妨害2、何度でも使用可
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次カウントで使うマニューバ１つのコスト-1
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ターン終了まで、自信を対象とする攻撃判定の出目-1
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